










An Aspect of Plant Use during the Jomon Period Viewed from the Weaving 
Materials from the Shimo-yakebe Site

































































































（図 2〜4）。2006 年に刊行された下宅部遺跡の報告書の中では，49 個体の編組製品と 2 個体の素材
束（報告書では単子葉植物束 1・2 と呼称），4 個体の繊維製品が報告された［下宅部遺跡調査団，
2006a］。このうち17個体の編組製品と2個体の繊維製品については徒手切片ならびに樹脂包埋法に




































号編組製品）と素材束 1 個体（素材束 2）の計 8 個体である。編組製品のうち 1 個体は報告書刊行後
の出土品の整理中に発見され，51 号編組製品という名称が付された。51 号編組製品と素材束 2 には
ポリエチレングリコール（以下 PEG）50％溶液が塗布され，常温で保管されていた。この 2 個体に
ついては製品から直接素材同定用の試料を採取した。この他の 6 個体は，発掘調査もしくは整理作
業中に製品から剥落し，エタノール 70% 水溶液中に保管されていた破片を用いた。素材の種類の同
定だけでなく素材の形状を観察するため，エタノール 70% 水溶液中に保管されていた 6 個体分の試



































































30 51号編組製品 ― Ⅱ D9 河道1 流路2a 後期中葉 16×6.5 1本1単位 ござ目 12.0 PEG50% 常温














試料の表裏の写真を撮影した。PEG 処理された素材は，温水（60̊C）に 2 日間浸漬後に，2％アン
モニア水（60̊C）に 1 日浸漬し軟化させた。
　素材の切片作製方法は，エタノール・ブタノール系列で脱水した後にパラフィンに包埋し，ミク






























2）。比較試料に用いた現生のアズマネザサ 4 個体（稈径 10.2〜12.8 mm）についても，1 個体あたり
4ヵ所を計測した結果，厚さは 1.54〜2.62（平均 2.02±0.10）mm であった（表 3）。出土編組製品の
素材の厚さは，39 号編組製品（N=8）が 0.42±0.09 mm（以下いずれも平均値±1 標準偏差），40 号
編組製品（N=3）が 0.26±0.07 mm，41 号編組製品（N=2）が 0.59±0.06 mm，42 号編組製品（N=7）
が 0.46±0.10 mm，45 号編組製品（N=1）が 0.43±0.04 mm，46 号編組製品（N=3）が 0.39±0.12 mm
であった。素材束 2 の厚さ（N=1）は，0.64±0.04 mm と最も厚かった。出土編組製品の厚さは
0.4 mm 前後が多く，現生の稈の厚さ（平均 2.02±0.10 mm）と比較すると，最大でも 1/3，最小で
は 1/8 程度の厚さであった。さらに，40 号編組製品のように計測した試料すべてが 0.2〜0.3 mm の



















































































































































50 個体中 22 個体（44％）がタケ亜科となる（表 4）。未同定分の 28 個体は，肉眼観察ではいずれも
節をもっていて単子葉植物と判断できる割り裂き材を用いた製品であり，タケ亜科と同定された製
品と顕著な違いは観察できない。したがって，下宅部遺跡の編組製品にはタケ亜科が選択的に用い
られたと考えられる。稈の太さは，ほぼ半割して用いたと思われる 30 号編組製品の太さが 10.0〜
17.5 mm であり，下宅部遺跡の河道中や遺構から散発的に出土している編組製品以外のタケ亜科の











推定されている（図 7）。今回検討を行った素材束 2 や編組製品については，葉鞘部が残存していな
いため植物珪酸体分析ができなかったが，これらの母植物もアズマネザサの可能性がある。なお，





維管束は人為的に切断されており，素材束 2 では現生のアズマネザサの約 1/3，編組製品では 1/3 か






























1 1号 III D12 河道1 流路5NS_2 後期末葉 不明 体部 27×15.5 1本1単位 1本1単位 2：2：1 割り裂き タケ亜科 網代編み 5.0–6.0
2 2号 III E12 河道1 流路5NS_2 後期末葉 かご ? 体部 80×60 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 4.6–9.6
3 3号 III E12 河道1 流路5NS_2 後期末葉 かご
底部〜 
口縁部 11.5×17 2本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 2.0
4 4号 VI B23 河道1 流路1 後期前葉 〜中葉 不明 体部 40×35 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 2.8–4.8
5 6号 III G12 河道1 流路2 後期後葉 不明 体部 60×30 2–6本1単位 1本1単位 2：2：1 割り裂き 網代編み 4.0–5.8
6 7号 II E10 河道1 流路3b 後期中葉 〜後葉 かご
底部 
〜体部 42×35 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き タケ亜科
六つ目編み
（変則） 3.0–5.0
7 8号 II D9 河道1 流路2b 後期中葉 かご 底部〜 口縁部 45×25 1–2本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 ござ目編み 1.6–2.1
8 9号 II E10 河道1 流路3b 後期中葉 〜後葉 筵 体部 74×45 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 5.7–7.1
9 10号 II E9 河道1 流路2a 後期中葉 不明 体部 10×10 2本1単位 ? 2本1単位 ? 1：1：1 割り裂き 市松編み 3.8–6.7
10 11号 II E10 河道1 流路3b 後期中葉 〜後葉 かご
体部〜 
口縁部 32.5×18.5 1本1単位 1本1単位 2：2：1? 割り裂き タケ亜科
飛びござ目
編み 2.5–3.0
11 12号 II E10 河道1 流路3b 後期中葉 〜後葉 かご
底部 







12 13号 II E9 河道1 流路2b 後期中葉 かご 帯部〜 口縁部 10×30 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 1.4–4.9
13 14号 II D9 河道1 流路2b 後期中葉 不明 体部 5×10 1本1単位 1本1単位 1：1：1? 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 1.7–3.2
14 15号 II D9 河道1 流路2a 後期中葉 かご 底部 〜体部 30×20 1本1単位 1本1単位 3：2：1 割り裂き タケ亜科 網代編み 5.6
15 16号 II E9 河道1 流路2b 後期中葉 かご 体部〜 口縁部 10×30 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 2.8
16 17号 II E10 河道1 流路2b 後期中葉 不明 体部 55×50 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き タケ亜科 六つ目編み 8.0–10.0
17 18号 II E9 河道1 流路2b 後期中葉 不明 体部 50×18 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 3.8–5.6
18 19号 II E9 河道1 流路2b 後期中葉 不明 体部 15×16 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 3.5–7.9
19 20号 VI A23 河道1 流路1 後期前葉 〜中葉 かご
体部〜 
口縁部 20×30 1本1単位 1本1単位 2：2：1? 割り裂き タケ亜科
飛びござ目
編み 3.4–5.4
20 21号 VI A23 河道1 流路1 後期前葉 〜中葉 不明 体部 20×15 1本1単位 1本1単位 2：2：1? 割り裂き
飛びござ目
編み ? 2.7–6.4





22 23号 II E9 河道1 流路2a 後期前葉 〜中葉 ? 不明 体部 50×25 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き 六つ目編み 3.8–6.7
23 24号 II E9 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 30×20 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 四つ目編み 3.0–5.0
24 25号 II D9 河道1 流路1a 後期前葉 不明 20×5 1本1単位 1本1単位 3：3：1 割り裂き 網代編み 7.0
25 26号 II D9 河道1 流路4 後期後葉 〜晩期前葉 かご
底部 


























26 27号 II D9 河道1 流路2a 後期中葉 筌 ? 体部 55.2×9 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 ござ目編み 3.0–6.0





28 29号 II D10 河道1 流路3a 後期中葉 〜後葉 不明 体部 5×5 1本1単位 1本1単位 3：3：1 割り裂き
飛びござ目
編み 3.2
29 30号 II D9 河道1 流路1a 後期前葉 筵 体部 55×95 4本1単位 2本1単位 1：1：1 割り裂き イネ科 ござ目編み 10.0–17.5
30 31号 II D9 河道1 流路2a 後期中葉 かご 体部 30×30 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 四つ目編み タテ8.0–9.0ヨコ5.0–6.0
31 32号 II E9 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 34×14 1本1単位 1本1単位 3：3：1 割り裂き 網代編み 5.0
32 33号 II D9 河道1 流路1a 後期前葉 筵 体部 11.5×45 3本1単位 2本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 6.0–11.0
33 34号 II D9 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 22.5×15 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き 六つ目編み 5.0–6.0
34 35号 II D9 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 28×56 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 不明 四つ目編み 4.0–7.0
35 36号 III F11 河道1 流路1 後期中葉 〜後葉 かご
体部〜 
口縁部 20×20 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 四つ目編み
タテ5.0 
ヨコ3.0–5.0
36 37号 I D8 河道1 流路2 後期中葉 〜晩期前葉 筵 体部 40×55 4本1単位 2本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 13.0
37 38号 I B4 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 36×26 1本1単位 1本1単位 2：2：2 〜2：2：1 割り裂き
飛びござ目
編み（変則） 3.0–4.0
38 39号 I B4 河道1 流路1a 後期前葉 かご ? 体部 28×30 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き タケ亜科 四つ目編み 5.0–6.0
39 40号 I B4 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 18×18 2本1単位 2本1単位 2：2：1 割り裂き タケ亜科 網代編み 3.5–4.0
40 41号 I D4 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 10×30 1本1単位 1本1単位 不明 割り裂き タケ亜科 不明 4.0–5.0
41 42号 I B4 河道1 流路1a 後期前葉 不明 体部 13×14 1本1単位 1本1単位 2：2：2 〜2：2：1 割り裂き タケ亜科
飛びござ目
編み（変則） 4.0
42 43号 I C5 河道1 流路0 中期中葉 かご 体部 60×50 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き ござ目編み 2.8
43 44号 I D5 河道1 流路1b 後期前葉 〜中葉 かご
体部〜 
口縁部 18×24.5 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 四つ目編み 4.0–5.0
44 45号 I D4 河道1 流路1b 後期前葉 〜中葉 不明 体部 32×17 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き タケ亜科 六つ目編み 5.0–5.5
45 46号 I D6 河道1 流路1b 後期前葉 〜中葉 かご
底部 
〜体部 10×15 1本1単位 1本1単位 1：1 割り裂き タケ亜科 六つ目編み
タテ2.5–3.0
ヨコ3.5–4.0
46 47号 I D6 河道1 流路1b 後期前葉 〜中葉 不明 体部 12×6 1本1単位 1本1単位 2：2：1 割り裂き
飛びござ目
編み 1.2–1.5
47 48号 I D6 河道1 流路1b 後期前葉 〜中葉 不明 体部 43×30 1本1単位 1本1単位 1：1：1 割り裂き 四つ目編み 5.0–7.0
48 49号 I B3 河道1 流路1a 後期前葉 かご 底部 〜体部 50×40 1本1単位 1本1単位 3：3：2 割り裂き 網代編み 3.0–4.0
49 50号 I D4 河道1 流路2 後期中葉 〜晩期前葉 不明 体部 11×18 1本1単位 1本1単位 2：2：1 割り裂き
飛びござ目
編み 3.0–4.0





だき）後に，2 つ割りして，さらにそれぞれを 2 つ割にする。それらを天日で干し，保管しておく。





目（変則），六つ目，網代，不明があり，網代編みの 40 号編組製品の素材の厚さは最も薄く 0.26±
0.07 mm，次いで六つ目編みの 46 号編組製品が 0.39±0.02 mm と薄い。素材の幅をみると，40 号編






















































































































　下宅部遺跡出土資料の体部の主要な編組技法を図 9，製品を図 10，11 にあげた。下宅部遺跡で用
いられた主要な編組技法には，四つ目編みと，ござ目編み，網代編み，六つ目編みの 4 技法がある。






















　六つ目系の技法には，3 方向から 1 越え・1 潜りして留める「六つ目編み」と，六つ目編みの中央
にヨコ材を通して留める技法（7 号編組製品）がある。報告書では「六つ目くずし」と呼称した［下
宅部遺跡調査団，2006a］。名久井［2012］では，「麻の葉編み」として紹介されたが，現在の竹工芸等




材もしくはヨコ材にして使う（1 本 1 単位）ほかに，2 本以上を 1 単位として同じ動きをさせる場合
が多い。製品の形状でみると，素材が幅広で，平面的な大型の敷物と考えられる製品には 3〜4 本以



































































































































①タテ材にヨコ材を 1 本重ね，材の交差部を 2 本の巻き付け材でもじって留める技法（「ヨコ添えも
じり編み」）と，②タテ材にヨコ材を 1 本重ね，1 本の巻き付け材で巻き付けて留める技法である。






い技法である。「ヨコ添えもじり編み」はタテ材の上に重ねられたヨコ材を 2 本もしくは 3 本のヨコ
材で留めていく技法で，青谷上寺地遺跡で本間一恵が名付けたが［鳥取県埋蔵文化財センター，2005］，










体部編組技法 タテ材単位／最大幅（mm） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 18 合計
ござ目編み 1–2本1単位 1 1
1本1単位 2 1 1 1 5
2本1単位 1 1
3本1単位 1 1
4本1単位 1 1 2
ござ目編み 計 2 2 1 1 1 2 1 10
四つ目編み 1本1単位 1 4 2 3 1 1 1 13
市松編み 2本1単位 ? 1 1
飛びござ目編み 1本1単位 1 2 1 1 5
飛びござ目編み？ 1本1単位 1 1
飛びござ目編み（変則）1本1単位 2 3 5
網代編み 1本1単位 1 1 2 1 1 6
2–6本1単位 1 1
2本1単位 1 1
網代編み 計 2 1 3 1 1 8
六つ目編み 1本1単位 1 2 1 1 5
六つ目編み（変則） 1本1単位 1 1
不明 1本1単位 1 1




た。すなわち 2 本で巻き留めていく場合は，「ヨコ添えもじり編み」ではなく「ヨコ添え 2 本巻きつ
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345
Weaved products have not been studied intensively, due to their occurrence as fragments, and their 
materials have been rarely identified. Modern weaved products, however, show a close relationship 
between materials, weaving techniques, and use. Thus, identification of weaving materials is important 
to clarify weaving techniques and use of excavated products. At the Shimo-yakebe site, 50 weaved 
products and two bundles of materials were recovered in good conditions. In this article we identified 
the materials and clarified their selection and preparation. At this site, people used culms of subfam. 
Bambusoidea, probably derived from Pleioblastus chino (Franch. et Sav.) Makino, by splitting longitudi-
nally and scraping off the insides to appropriate thickness. Materials used in the products were thinner 
than weaving materials in the bundles. Based on these results, we studied weaving materials of the 
Jomon period regionally.
Key words: baskets, Jomon period, subfam. Bambusoidea, paraffin embedding, weaving materials
An Aspect of Plant Use during the Jomon Period  
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